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博士後期課程経済経営リスク専攻
入試説明会

令和4年

滋賀大学大学院経済学研究科



沿革

2003年、

滋賀大学大学院経済学研究科

博士後期課程

経済経営リスク専攻設置
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国立の社会科学系大学院で

「リスク」を研究対象とした

唯一の大学院



経済経営リスク専攻の特色

リスクの幅広い把握
金融・経営・経済

学際的な母体
経済学部
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教育理念と目的

グローバル・スペシャリストの養成

国際的な視野を持ち、環境に配慮しつつ、

地域社会にも貢献できる、個性ある専門職業人

その資質として３つの「識」を養う

問題意識、専門知識、規範意識
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リスクに精通し、リスクを適切に管理し、

リスクをふまえて新たな事業を創出できる

リスク・リサーチャーの養成を目的とする



求める学生像

大学等の研究機関でリスク研究者を目指す人

銀行や証券会社の財務や国際金融担当者

企業に於けるリスク管理部門、新規事業部門の従事者

自治体における財政企画政策部門の従事者

 リスクや起業関連の資格を持ち事業を営んでいる人

（証券アナリスト、経営コンサルタント、弁護士、

司法書士、公認会計士、税理士等）

経済開発リスクに取り組む海外政府機関からの留学生
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養成される能力
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経済学および経営学におけるリスクに関する最先端
の知識と研究能力を取得し､新しい事業を創造する
ことができるリスク分析能力とリスク管理能力を培う。

派遣元企業や地方公共団体等で、リスク管理、
企業創造、地域創造に関わって、指導者的役割
を果たす人材を創出。

留学生は、帰国後、経済開発、地域開発、金融政策
に携わる上級公務員または、ベンチャー企業家や経
営コンサルタント等として活躍。
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博士論文提出への歩み

２度の研究報告会

・２回生：

Ｄ２研究報告会

（9月～11月）

・３回生：

中間研究報告会

（10月）

学位申請資格の認定を申請

（３回生9月）

申請資格の要件
① ３編以上の公表論
文（レフェリー制学術誌
１編以上）

／２回以上の学会報告

② 学術論文として１年
以内に公刊できる質と
量を備えた原稿

学位論文提出

論文審査

最終口述試験



２回生：Ｄ２研究報告会
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３回生：中間研究報告会
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学位申請要件：２回以上の学会報告
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学位申請要件： ３編以上の公表論文

査読とは、研究者が学会に論文を投稿する際に、あらかじめ同じ分
野で研究をしている他の研究者による評価を受けること
論文の質、新規性、記載の体裁や有用性などが厳しく審査される。10

公表論文のうち、レフェリー制学術誌１編以上

https://shop.r10s.jp/book/cabinet/7288/9784433477288.jpg
https://shop.r10s.jp/book/cabinet/7288/9784433477288.jpg


入学試験

令和5年1月4日(火)―1月6日(金)16時
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募集人員

出願資格

選抜方法

出願資格審査

一般志願者・派遣志願者 3名

論文審査、口述試験、TOEIC、
TOEFL、 IELTSの成績（一般志願者
のみ）、成績証明書等の提出書類

入試日程

修士の学位を有する者（見込含む）
又は それに準ずる者

令和4年12月12日（月）16時まで

令和5年1月21日（土）

出願期間



学生支援制度

 長期履修学生制度
４年～６年で計画的に履修することを認め、
標準年限の授業料総額をその期間に分割

 外国人留学生の入試成績優秀者への授業料免除
制度

 奨学金制度

 オーダーメイド型履修制度

社会人や多様なバックグラウンドを持つ学生対象
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博士学位授与者一覧
（滋賀大学学術情報リポジトリ）

13



進路先・現在の勤務先
（修了年度：2005～2021）
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国内大学 10名
海外大学 12名
国内企業 10名
海外公的機関 4名
その他 9名
（以上、45名中）
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